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盛岡大学・盛岡大学短期大学部　資料請求における個人情報の取扱いについて　
　ご提供いただいた個人情報は、学内で管理し、大学案内や願書、オープンキャンパスの案内等本学の情報の
発信のため以外には使用しません。学内資料作成のために個人を特定しない形で、統計的な調査に使用する場
合があります。
　今後、本学からの資料の発送等の情報提供が不要の場合は本学入試センターにご連絡ください。

入学試験問題集
令和８年度



令和８年度　入学試験問題出題者講評……………………1

令和８年度　学校推薦型選抜

　小論文（文学部）……………………………………………8

　小論文（栄養科学部）………………………………………9

令和８年度　総合型選抜（併願制）

　小論文（文学部）………………………………………… 10

令和８年度　一般選抜　試験問題

　国　語（文学部）………………………………………… 16

　理　科（栄養科学部）…………………………………… 31

　英　語（文学部・栄養科学部）………………………… 40

解答例……………………………………………………… 51

目　次

駅
台
仙
R
J

TKPガーデンシティ
PREMIUM仙台西口

●
仙台
PARCO

AER
アエル●●

宮交仙台高速
バスセンター

コンフォートホテル
仙台東口●

　ホテルJAL
●シティ仙台

通
前
駅

 

青森県庁

さくら野
百貨店

●

●

●

奥羽本線

セブン

●
ワ・ラッセ

イレブン

青い森鉄道

り
通
町
柳

4

7

青森県観光物産館
アスパム

駅
森
青
R
J

Ｊ
Ｒ
秋
田
駅

西
口

秋田オーパ●

フォンテ秋田●

●
秋田拠点
センター
アルヴェ

NHK
秋田放送局

●●
ホテル・
アルファーワン
秋田

ANAクラウン●
プラザホテル秋田　

TKPメトロポリタン秋田
カンファレンスセンター

●

国学館
高等学校

秋田市民市場
●

ぽぽろーど（東西自由通路）秋田駅前大屋根通り
（アーケード）

バスプール

中央通り

ニッポン
レンタカー

●
タクシー
乗り場

〔文学部  一般選抜  前期〕
〔栄養科学部  一般選抜〕
　令和 9年 2月 7日（日）

TKPガーデンシティ
PREMIUM仙台西口
宮城県仙台市青葉区花京院 1-2-15
ソララプラザ

交通案内………………………
◎JR仙台駅西口　徒歩 3分
◎南北線仙台駅（地下鉄）　徒歩 3分

仙台会場

〔文学部  一般選抜  前期〕
〔栄養科学部  一般選抜〕
　令和 9年 2月 7日（日）

青森県観光物産館
アスパム
青森県青森市安方 1丁目 1番 40号

交通案内………………………
◎JR青森駅　徒歩 8分

青森会場

〔文学部  一般選抜  前期〕
〔栄養科学部  一般選抜〕
　令和 9年 2月 7日（日）

TKPメトロポリタン秋田
カンファレンスセンター
秋田県秋田市中通7-2-1
ホテルメトロポリタン秋田

交通案内………………………
◎JR秋田駅西口　徒歩 1分

秋田会場



令和８年度　入学試験問題出題者講評

学校推薦型選抜　小論文（文学部）

１　出題の意図（形式・傾向）
　1980 年代に刊行された『バナナと日本人』（鶴見良行著、1982 年、岩波新書）、『エビと日本人』（村井吉
敬著、1988 年、岩波新書）はともに、大学生向けの推薦図書に名を連ねることが多い。どちらも日常的に食
べているものがどこで、誰によって作られ、どのように流通し、その背後にはどのような社会問題があるの
か、そして消費国・日本と生産国の東南アジアの関係は実際のところどのようなものなのかを知ることがで
きる。今回の課題文は「アボカドと豊かな国々」と言える。21 世紀におけるアボカドの生産国と消費国の関
係はグローバルなものであり、そのいびつな関係がもたらす影響も地球規模である。面接試験において持続
可能な開発目標（SDGs）に言及する受験生が散見されるが、本学部の入学者受入れの方針（アドミッショ
ン・ポリシー）にある「身近な問題について、知識や情報をもとに筋道を立てて考え、その結果を説明する
ことができる」能力を有しているかという観点から、SDGsに関わる具体的な問題を理解し、考えることを
期待して出題した。
　問１は要約とした。アボカドの大量消費と大量生産が何を引き起こしているのか、それら諸問題を把握し、
筆者の意見を読み取る必要がある。
　問２は問１を踏まえた意見の論述とした。課題文が提示している諸問題のどれか、あるいはいくつかを論
点化し、論評や対応策等を含めた意見をまとめるためには一定の論理的思考能力を必要とする。
　問１・問２を通じて、誤字・脱字および文法の誤り等も採点対象としている。なお、課題文の中に誤字（漢
字の誤り）を確認したが、もとの文章にあった誤りで、採点には影響しなかった。

２　採点後の講評
　問１・問２合計の満点は 10 点のところ、平均点は 6.73 点だった。昨年よりも若干低い。9 点以上得点した
受験者の割合は全体の 1 割強で、これも昨年より低くなった。
　問１は課題文に挙げられたアボカド生産・消費に関わる問題点を具体的に指摘できるかどうかを採点基準
とした。課題文の筆者の意見は明確だが、その部分の書き写しに終始すると高得点はのぞめない。
　問２は課題文の筆者の意見に賛成するにせよ、反対するにせよ（反対意見は僅少だったが）、受験生はなぜ
そう思うのかを説明し、加えて賛成反対の表明にとどまらず、論点を広げて意見を述べる必要がある。その
場合、課題文に書かれていること以外の事柄に結びつけ立論がなされた解答は高く評価される。それは大学
入学後の学修でも同様である。

学校推薦型選抜　小論文（栄養科学部）

１　出題の意図（形式・傾向）
　問題形式は、問題文および資料（図）を踏まえて解答させる資料提示型をとった。問では、わが国の政策
における食品ロスの目標、現状・課題に関する問題文、食品廃棄物の発生状況と割合を示す概念図を踏まえ
て、「どのようなことをすれば、食品ロスを減らすことができるか」について、「個人の心がけ」、「企業の努
力」の 2 つの面から、なぜそう考えたかという根拠を示したうえで、500 字以上 600 字以内で論じることを
課した。その際、問の意図を踏まえ自分の考えを適切に展開できているかを評価した。問の意図を踏まえて
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いない場合、解答が未完成あるいは字数超過・不足の場合は 0 点としたほか、主語・目的語・述語の対応、
副詞、形容詞の使い方の誤り、文意が不明となるような文章構造上の誤り、文体の不統一、原稿用紙の誤用、
誤字・脱字、送り仮名の誤り、話し言葉の使用、不適切・不明瞭な文字表記がある場合は減点した。

２　採点後の講評
　問では、問題文と図を踏まえ、制限字数内で、「どのようなことをすれば食品ロスを減らすことができる
か」について、「個人の心がけ」、「企業の努力」の 2 つの面から、根拠を示して自分の考えを述べる必要が
あった。
　例えば、個人レベルでは、在庫メモと買い物メモの活用を習慣化することなどが考えられ、その根拠とし
ては、在庫メモを確認してから購入する食品を決めることで、廃棄につながりかねない買い過ぎを防ぐこと
ができる、などがあげられる。企業レベルとして食品小売業では、廃棄を生む前に値引きして売り切ってし
まうことなどが考えられ、その根拠としては、早い時間から値引きすれば、買うつもりがなかった人が買う
気になるなど効率的に商品をさばけるため、廃棄を生まなくて済む、などがあげられる。
　問の意図を踏まえて適切に自分の考えを展開していたものがあった一方、問題の意図を踏まえていない、
考えの根拠（理由）の説明がない、論旨が不明確である、段落構成が無いなど、内容の吟味が不十分なもの
もみられた。なお、受験生の平均点は 40.1 点であった（70 点満点）。

総合型選抜（併願制）　小論文（文学部）

１　出題の意図（形式・傾向）
　この小論文問題では、疲労を抱えて生活している就労者が約８割へと上昇し、日本人の疲労が深刻化して
いる中で生じる経済課題や、日本における社会構造などについて論じた文章の要点を捉えること（問１）、さ
らに、問１での課題文と問２での課題文及び図での内容を踏まえ、３つの国の就労時間外の時間の使い方の
特徴について、受験者自身の考えを論じることを求めた。課題文については、「就労者の疲労と休息」に焦点
をあてたものであり、仕事を休みにくいといった日本の社会構造や就労時間外での休息の取り方、時間の使
い方の諸外国との比較に関する問題提起は、今後、就労者となる受験者においても、自分事として捉えるこ
とのできる内容である。
　問１は、課題文の要点を 150 字以上 250 字以内でまとめることを課し、読解力及び規定の字数で要約する
能力を問うた。問２は、課題文と図を踏まえて、自分の考えを 400 字以上 500 字以内で述べる問題であり、
課題文と図の両方の要点を押さえた上で自分の考えをまとめる能力を問うた。
　問１では、４つの要点が押さえられているか（１.現在、就労者の約８割が疲労を抱えて生活している。お
よそ 25 年の間に「疲れている」人の割合は 6 割から８割へと上昇し、日本人の疲労は深刻化している、２.疲
労による経済損失は、医療費を除いて約１兆 2000 億円に上る。今後の損失額はさらに大きくなると予想さ
れる、３.疲れていても無理に働くことによって生産性は低下し、経済損失が生じる。さらに、ミスや事故の
リスクも増大し、社会の安全を脅かす深刻な問題となりうる、４.諸外国と比較して日本の勤務時間は多くな
い。しかし、かつての価値観などによって、休みにくい社会構造がある）、要約文が全体として整合性をもっ
ているか、を評価した。また、問１及び２とも、誤字脱字、送り仮名の誤り、不適切表記については減点対
象とした。

２　採点後の講評
　70 点満点で、最低点は 30 点、最高点は 66 点であった。平均点は 50.8 点で約 73%の正答率であった。問
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１では多くの受験者が一部の要点を押さえていたものの、すべての要点が適切に押さえられていない解答も
見られ、その点については減点の対象とした。特に、疲労による経済損失が医療費を除いて約１兆 2000 億
円に上り、今後もさらに大きくなると予想される損失額について触れている解答が少なかった。また、問２
では、課題文の要点を整理することに意識が向き、考えが不明瞭な解答や図に示されているデータに触れて
いない解答については得点が伸び悩んだ。一方、自身の考えが明確に示され、独自の論が展開できている解
答については高い得点となった。課題文だけではなく、図の内容にも十分に注意して解答することを求めた
い。

一般選抜　国語（文学部）

１　出題の意図（形式・傾向）
　「現代の国語」「言語文化」の内容からの出題。問題は〔一〕〔二〕の大問二つから成り、〔二〕については

（甲）と（乙）に分かれる。〔一〕と〔二〕の（甲）は近代以降の文章からの出題である。（乙）は古典分野か
らの出題であるが、昨年度から古文問題のみを課しており、漢文問題の出題は行っていない。〔一〕の解答は
全受験者に必須、〔二〕は（甲）と（乙）のいずれか一方を選んで解答すればよい。
　出題の傾向は例年とほぼ同じである。〔一〕と〔二〕の（甲）は漢字の読み・書き問題から始まり、本文中
の表現の意味を問う問題、さらに文章内容の読解力を試す問題へと進む。〔二〕（乙）では、最初に文中の表
現を口語訳する問題があり、本文内容が的確に読み解けているか確かめる問題へと続く。文法・文学史関連
の問題も例年通り出題されている。全体を通じて、特に難問と言えるようなものはなく、語彙力および読解
力を中心とした国語の基礎的な力があれば比較的容易に対応できるであろう。

２　採点後の講評
〔一〕
　黒井千次『丸の内』からの出題。お気に入りのジャケットを着て外出した「男」であったが、ポケットの
中から電話番号だけが書かれた紙片を見つける。相手先がわからなかったため、その番号に電話を掛けてみ
ると、電話口からは聞き覚えのない女性の声。会話中、「男」の心情がどのように変化していくか的確に読
み取りながら読解を進めたい。問一は漢字の読み・書き問題。五問とも正しく解答できている答案はあまり
多くなかった。問二は本文中の表現の意味を問う問題。三問とも正答率は八割を超えていた。問三は本文か
ら抜き出して答えるものである。抜き出し方が正しくないために減点されているケースがあった。不注意に
よる失点は避けたい。問四の正答率は八割。よくできていた。問五、問六の正答率はいずれも六割。問五で
③、問六で⑤を選ぶ誤答がともに二割程度認められた。問七の正答率は四割強。①を選ぶ誤答が四割弱あっ
た。「男」が眼鏡屋のあとで、すぐまた女に電話をするつもりであったというようなことは、本文中に書かれ
ていない。問八の出来は悪く、正答率は三割程度。「男」が困っていたのは、その番号の相手が誰かわからな
かったからであり、いつ書かれたかがわからなかったからではない。注意深く読んでいれば見抜けるところ
である。

〔二〕
　（甲）広井良典『ケア学――越境するケアへ』からの出題。ケアという行為を一方的なものではなく、相互
的なものとして捉え、その由来をさぐろうというもの。問一は漢字の書き取り問題。四問とも正しく解答でき
ている答案はあまり多くなかった。問二は本文中の表現の意味を問う問題。三問とも外来語であったが、正
答率は（1）、（2）は八割を超えていた。（3）は四割の正答率であった。聞き慣れない外来語であったかもし
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れないが、本文の文脈から推測して答えることができる。問三は本文から抜き出して答えるものである。全
体的によく出来ていた。繰り返される言葉に注意して読めば該当箇所はすぐに見つかる。問四の正答率は八
割であった。問五は正答率が六割を越えていた。傍線部の直後に、答えにつながる記述があるので傍線部の
前後はしっかりと読みたい。問六の正答率は五割であった。本文の議論の展開について問う珍しい設問だっ
たために正答率が低くなったのかも知れないが、前後の議論の違いがどこにあるかをしっかりと把握できれ
ば、それほど難しい問題ではないので落ち着いて本文を読みたい。問七は筆者の考えと合致する選択肢を選
ぶ問題であったが、正答率は五割弱と低かった。筆者が述べていることであっても、筆者の主張が選択肢と
重なっているかどうかをしっかり見極めたい。

　（乙）『枕草子』からの出題。歌人・清原元輔を父に持つ清少納言は、庚申待ちの夜、周囲が競って歌を詠
む中でも沈黙を守る。それをからかった中宮定子に対し、元輔の子という立場でさえなければ、自分こそ今
夜の歌を真っ先に何首でも詠んでいただろうと言い返す。問一は口語訳問題。正答率は（1）（3）が四割未満
と低かった一方で、（2）は七割を超えており、よくできていた。問二は本文の解釈の核心に関わる部分を問
う問題であったが、正答率は一割程度にとどまった。亡き父の名声を意識するあまり慎重になっているだけ
で、清少納言に歌を作る力がないわけではないことを読み取りたい。問三の正答率は四割弱。問四は文法問
題であったが、おおむね完答できていた。問五は動作の主語を問う問題。正解は「宮」だが、「内の大臣殿」

「おとど」という解答が多かった。「宮」から投げ与えられた文を読んで笑い出した清少納言に対し、「おと
ど」が「何事ぞ」と尋ねている点に注目したい。問六は正答が三割弱と低く、③を選ぶ誤答が五割を上回っ
た。問七は文学史問題。ほとんどの受験生が正答できていた。古文は、導入文や注の中に解答の手がかりが
示されている場合もある。試験時は時間の制約のため焦りがちであるが、問題文全体に丁寧に目を通す姿勢
が重要である。

一般選抜　理科（栄養科学部）

１　出題の意図（形式・傾向）
〔理科－化学基礎・生物基礎〕
　教科書の内容を基軸とし、知識の有機的な結びつきと応用力を問うものである。化学では諸原理・法則の
深い理解と正確な計算力を、生物では基礎知識の修得に加え、実験データの考察を通じた科学的判断力や事
柄を因果関係で捉える洞察力を重視している。頻出分野の正確な理解に基づき、得られたデータから論理的
に結論を導く思考力が求められる。

２　採点後の講評
〔理科－化学基礎〕
　「知識の有機的な結びつき」と「事柄を因果関係で理解する力」を評価することに主眼を置き、単なる用語
の暗記に留まらず、教科書の基本概念を実験結果の考察や計算に応用できる「科学的な判断力」を問う構成
とした。全体の平均点は 74.9 点（100 点満点）となり、教科書の基礎事項については良好な定着が見られた
が、計算を伴う応用問題や論理的判断を要する設問において、得点差が開く傾向があった。
　設問〔Ⅰ〕は物質の分類・状態変化について問うものである（平均 20.7 点／正答率 82.8%）。空気や塩酸な
どの身近な物質の分類、および三態変化における用語（融解、凝固、昇華など）については非常に高い正答
率であった。物質の構成に関する基礎知識は確実に定着している。
　設問〔Ⅱ〕は金属の酸化還元反応・電池・製錬について問うものである（平均 20.0 点／正答率 80.0%）。イ
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オン化列の完成や、硫酸銅（Ⅱ）水溶液と鉄の反応におけるイオン反応式の記述などは概ね正確であった。
電池の仕組みについても、正極・負極における酸化還元の定義を正しく理解し、電子の流れる方向を論理的
に導き出せている解答が多く見られた。
　設問〔Ⅲ〕は酸・塩基と pHについて問うものである（平均 16.3 点／正答率 65.2%）。全設問の中で最も正
答率が低かった。特に「有効数字 2 桁を考慮した［H+］の算出」や「1000 倍希釈後の pHの推定」におい
て、数値処理のミスや論理的な判断の誤りが見られた。科学の分野において必須である誤差と精度（有効数
字）への理解、および希釈という操作が液性に与える影響を因果関係として捉える力が不足していることが
窺える。
　設問〔Ⅳ〕は化学量論・イオン反応式について問うものである（平均 18.0 点／正答率 72.0%）。化学反応式
に基づいた量的関係（モル・体積・質量）の計算能力を試した。基本的な化学反応式の立式はできているが、
過不足のある反応（問 3：マグネシウムと塩酸の反応）のように、複数の条件から結果を導き出す問題で失
点が見られた。
　化学の学習においては、個々の知識を単立させるのではなく、キーワードを用いて有機的に結びつけてお
くことが重要である。計算過程における正確さを養うとともに、実験結果から「なぜそのような結果になる
のか」という因果関係を解明する思考訓練を積むことが強く求められる。

〔理科－生物基礎〕
　設問〔Ⅰ〕は、生物の特徴と多様性に関する問題である。問１は、生命活動に必要なエネルギーを獲得す
るための呼吸について、数題にわたり受験者の理解度を測る。問 2 は、生態系のつながりについて、生物濃
縮を例に理解度を測る。生体エネルギーと生態系の特徴について理解しておく必要がある。平均点は 33 点満
点で 23.8 点（72.1％）であった。
　設問〔Ⅱ〕は、生物の特徴である酵素の性質に関する問題である。実験問題を通じて酵素の性質について、
数問にわたり受験者の理解度を測る。実験内容を理解し、酵素の性質、化学反応の特徴を理解しておく必要
がある。平均点は、23 点満点で 13.7 点（59.3％）であった。
　設問〔Ⅲ〕は、遺伝子とそのはたらきに関する問題である。遺伝情報の発現から転写・翻訳の一連の過程
について、数題にわたり受験者の理解を測る。生物の生命活動の存続に必要な遺伝情報の発現について理解
しておく必要がある。平均点は、19 点満点で 12.6 点（66.1％）であった。
　設問〔Ⅳ〕は、ヒトの体内環境の維持に関する問題である。ホルモンとその働き、体内環境の調節、内分泌
系による調節について、数題にわたり受験者の理解度を測る。からだの状態の調節に重要である内分泌によ
る情報伝達と調節、体内環境の維持について理解しておく必要がある。平均点は 25 点満点で 21.5 点（86.0％）
であった。

一般選抜　英語（文学部・栄養科学部）

１　出題の意図（形式・傾向）
　基本出題構成は、【第Ⅰ問 =文法、文章意図読解、第Ⅱ問＝短い対話と長い会話の内容読解問題、第Ⅲ問
=図、グラフの読み取り、第Ⅳ問 =読解問題】である。第Ⅰ問では、文中への適語の補充、先行する一文を
読んだ上での後続文の予測を出題した。第Ⅱ問では対面会話内容からそこに埋め込まれた心理を予測する問
題と、対面やインターネット上での双方向応答問題を出題した。第Ⅲ問では統計資料の読み取りを出題した。
第Ⅳ問は長文読解問題とした。
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２　採点後の講評
文学部　　　最高点は 98 点、最低点は 19 点、平均点は 63.1 点であった。
栄養科学部　最高点は 91 点、最低点は 29 点、平均点は 62.1 点であった。

〔Ｉ〕
　　問１�	 文中の空所に入れるべき適語を選択する問題である。とりわけ（1）の正答率が 15％を下回って

低かった。④ threwが正解である。学生のわがままな要求に対し教員がどのような身振りを示し得
るか、想像し回答して欲しい。（2）の正答率も 40％を下回って低かった。too full of himselfは「尊
大であること」という意味である。

　　問２�	 先行する文章を受け、その内容を咀嚼した上で、後続するのに適切な文脈を選択する問題である。
（5）、（6）の正答率が 52% ～ 74%であった一方、（7）の正答率が低かった。季節の移り変わりを考
えてみて、ふらふらして彷徨う様を頭に描けば正答に近づける。

〔Ⅱ〕
　　問１�　会話の流れを理解し、会話内の特定の発言や行動の意味を読み取り、そこに出現する事態の真相

を問う問題である。（8）、（9）の正答率が 80%以上で高く、読み込みができていた。一方、（10）の
正答率は 60％を下回っていた。blocking my view は「視界を遮っている」という意味で、feel small 
は「ちっぽけに感じる」、さらに、「劣等感がある」という意味もあるので、話者の気持ちを読み解
こうと努める必要がある。

　　問２�　（11）、（12）の正答率が高かった一方、（13）の正答率が低かった。「学生達は時間をつぶしている
だけにしかみえない」という話者のコメントから、正答は①となる。

　　問 3�　英語による比較的長い会話における対話内容が理解できるかを問う問題である。この部分におけ
る（14）～（16）の正答率は 88％～ 92％で高かった。一方、（17）の正答率は 60％台であって比べ
るとやや低かった。③は、2 番目に多く選ばれた選択肢だったが、対話内容から、③が事実として正
しいとは断言できない。

　　問４�　ライブ配信の動画について同時に表示されるライブコメントの理解を問う問題である。この部分
における正答率は、文学部では 62％～ 76%、栄養科学部では 54% ～ 83%であって、問 3 と比べる
と低かった。互いに関連している場合もあればそうでない場合もあり、数多くの個別のコメントを
読み解く方法を学ぶ必要がある。

〔Ⅲ〕　英語表記のグラフや表を読み取る力を問う問題である。
　　問１�　日本における外国人労働者数の推移と産業別外国人労働者のグラフを読み取る問題である。この

部分の正答率は、文学部では（23）と（25）が 70％以上、（22）と（24）が 80％以上と高かった。
栄養科学部では、（23）の正答率が 69%とやや低めであった。

	
　　問２�　電子書籍、オーディオブックなど形式別の世界の書籍売上高を示したグラフを読み取る問題であ

る。設問（28）の正答率は、文学部 57％、栄養科学部 34％と低い。設問は NOT correct「正しくな
いもの」を問うていることに注意してほしい。選択肢③は「正しくないもの」とは言えない。（29）
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も両学部ともに 60％程度の正答率であった。CAN be saidは筆者の客観的な判断「～と言える」と
いう意味である。

〔Ⅳ〕�　個人の異文化適応能力における異文化感受性の段階について解説した長文についての読解問題であ
る。昨年度に比べると本年度は、全体的に文学部、栄養科学部の受験者ともに問題によって正答率の偏
りがあった。正答率が最も高い問題は（33）で、文学部の正答率が 67％であり、栄養科学部が 80％で
あった。2 番目に正答率が高かったのが（32）で、文学部の正答率が 63％、栄養科学部が 66％であっ
た。一方で、最も正答率が低い問題は（30）で、文学部が 27％、栄養科学部が 14％であった。（30）は
語法の問題であり、読解そのものよりも単語力や熟語力に問題を抱えている学生が多いことが浮き彫り
になった。
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令和８年度　盛岡大学学校推薦型選抜　小論文（文学部）

− 8 −



令和８年度　盛岡大学学校推薦型選抜　小論文（栄養科学部）
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令 和 八 年 度 　 盛 岡 大 学 総 合 型 選 抜 （ 併 願 制 ） 　 小 論 文 （ 文 学 部 ）
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国語　　配点 100 点
〔一〕問一　ア あなど　　イ 一斉
　　　　　 ウ もぐ　　エ 鈍重　　オ 会釈

（2 点× 5）
　　 問二　⑴ ④　 ⑵ ①　 ⑶ ②	 （3 点× 3）
　　 問三　�冬が来たことを悟らせずにはおかぬ

強い意志	 （5 点）
　　 問四　③	 （7 点）
　　 問五　⑤	 （8 点）
　　 問六　③	 （7 点）
　　 問七　④	 （7 点）
　　 問八　④	 （7 点）

〔二〕（甲）
　　 問一　ア 統合　　イ 利己
　　　　　 ウ 成熟　　エ 飛躍	 （2 点× 4）
　　 問二　⑴ ③　 ⑵ ④　 ⑶ ③	 （3 点× 3）
　　 問三　�他者とのケアのかかわりを通じて、ケ

アする人自身がある力を得たり、自分
という存在の確認をしたりする

	 （4 点）
　　 問四　�④	 （5 点）
　　 問五　①	 （5 点）
　　 問六　③	 （5 点）
　　 問七　①	 （4 点）　

〔二〕（乙）
　　 問一　⑴ ⑤　 ⑵ ①　 ⑶ ③	 （3 点× 3）
　　 問二　④	 （7 点）
　　 問三　②	 （6 点）
　　 問四　
　　　　責め｜させ｜たまへ｜ど｜

（完答で 4 点）
　　 問五　宮	 （4 点）
　　 問六　②	 （7 点）
　　 問七　清少納言	 （3 点）

令和８年度　一般選抜試験問題解答例
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理科　　配点100点
化学基礎
Ⅰ　（25 点）

問１　⑴ 混合物	 （2 点）
　　　⑵ 窒素	 （2 点）
　　　⑶ ① ③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨	 （2 点）
　　　⑷ ① ③ ⑥	 （1 点）
　　　⑸ 同素体	 （1 点）
　　　⑹ ⑤と⑧	 （1 点）
　　　⑺ C・S・P	 （3 つ正解で 2点）
　問２　⑴ 状態変化	 （2 点）
　　　⑵ ①：e　②：d　③：c　
　　　　 ④：b　⑤：a	 （1 点× 5）
　　　⑶ 融点	 （1 点）
　　　⑷ 凝固点	 （1 点）
　　　⑸ ア：③　イ：②　ウ：①
　　　　 エ：④　オ：⑤	  （1 点× 5）

Ⅱ　（25 点）
問１　⑴ ①：K　②：Na　③：Fe　④：Sn
　　　　 ⑤：Hg　⑥：Pt	 （1 点× 6）
　　　⑵ Al ＞ Ni ＞ Pt	 （1 点）
　　　⑶ 析出した物質：銅
　　　　 ⑦：Cu　⑧：Fe2+	 （1 点× 3）
問２　⑴ ダニエル電池（電池はなくても可）

（1点）
　　　⑵ エ：２e-　オ：Cu2+　カ：Zn2+

	 	 	 （1 点× 3）
　　　⑶ 正極：イ　負極：ア　酸化：ア
　　　　 還元：イ	 （1 点× 4）
　　　⑷ 亜鉛板または Zn➡銅板または Cu

（2点）
問３　⑴ ア：鉄鉱　イ：石灰　ウ：銑鉄
　　　　 エ：鋼	 （1 点× 4）
　　　⑵ コークスまたは C	 （1 点）

Ⅲ　（25 点）
※�単位がない解答は減点、問２-⑴ ,⑵、問 3-⑴
問１　ア：水素イオン

　　　イ：水酸化物イオン
　　　ウ：［H+］／�水素イオン濃度（オキソニウ

ムイオン、濃度は数でも可）
　　　エ：［OH-］／�水酸化物イオン濃度（濃度

は数でも可）
　　　オ：中性	 （1 点× 5）
問２　⑴ 1.0 × 10-3 mol/L
　　　　　［有効数字の間違えは -2 点］	（3 点）
　　　⑵ pH3 / 3［整数以外は誤答］	 （1 点）
　　　⑶ 1.0 × 10-11 mol/L	 （3 点）
　　　⑷ 酸性	 （1 点）
問３　⑴ 1.0 × 10-8 mol/L
　　　　　［有効数字の間違えは -2 点］	（3 点）
　　　⑵ 青色	 （1 点）
　　　⑶ pH7 / 7［整数以外は誤答］	 （2 点）
　　　⑷ 緑色	 （1 点）
　　　⑸ ア：②　イ：④　ウ：⑦
　　　　 エ：⑤　オ：③	 （1 点× 5）

Ⅳ　（25 点）
※�単位がない解答は減点、問 1-⑵ ,⑶ ,⑷、問 3-
⑶ ,⑷ ,⑸
問１　⑴ C3H8 + 5O2 → 3CO2 + 4H2O	（2 点）
　　　⑵ 8.00 mol
　　　　　［有効数字の間違えは -2 点］	（3 点）
　　　⑶ 11.2 L / 1.12 × 10 L / 1.12 × 10 L
　　　　　［有効数字の間違えは -2 点］	（3 点） 
問２　⑴ CuCl2 + 2NaOH → 2NaCl + Cu（OH）2↓

（2点）
　　　⑵ ア：②　イ：⑦　ウ：⑨　エ：⑮
	 	 	 （1 点× 4）
　　　⑶ Cu2+ + 2OH- → Cu（OH）2 ↓

［下向き矢印はなくても減点なし］（2点）
問３　⑴ Mg + 2HCl → MgCl2 + H2	 （2点）
　　　⑵ 塩化水素 / HCl	 （1 点）
　　　⑶ 0.100 mol / 1.00 × 10-1 mol
　　　　　［有効数字の間違えは -2 点］	（3 点） 
　　　⑷ 9.53 g
　　　　　［有効数字の間違えは -2 点］	（3 点） 

令和８年度　一般選抜試験問題解答例
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理科　　配点100点
生物基礎
Ⅰ　（33 点）

問１　⑴ ア 酸素
　　　　 イ 二酸化炭素 or 水
　　　　 ウ 二酸化炭素 or 水
　　　　 エ �ADP（アデノシン二リン酸）
　　　　　  or リン酸
　　　　 オ �ADP（アデノシン二リン酸）
　　　　　  or リン酸
　　　　 カ ATP（アデノシン三リン酸）
　　　　 キ 酵素
	 （2 点× 7）
　　　⑵ タンパク質	 （3 点）
　　　⑶ �グルコース（糖・炭水化物・でんぷ

ん）or タンパク質（アミノ酸） or 脂
質（脂肪・脂肪酸・グリセリン） or 
有機酸など　　　　　　 （3 点× 2）

　　　⑷ ミトコンドリア	 （3 点）
問２　⑴ ク 食物連鎖	 （3 点）
　　　⑵ 640 mg	 （4 点）

Ⅱ　（23 点）
問１　⑴ ① 青紫色
　　　　 ② 変化なし
         　 ③ 鮮青色
　　　　 ④ 鮮青色	 （3 点× 4）
　　　⑵ 基質特異性	 （3 点）
　　　⑶ ⑤ 青紫色	 （3 点）
　　　⑷ �湯せんで加熱したことにより、アミ

ラーゼ（タンパク質）のはたらきが
失われた。　　　　　　　　（5点）

Ⅲ　（19 点）
問１　⑴ GAGCCTACTAGACCTAG（3点）
　　　⑵ CUCGGAUGAUCUGGAUC（4点）
　　　⑶ 6 番目～ 8番目	 （3 点）
　　　⑷ トリプトファン	 （5 点）
　　　⑸ セントラルドグマ	 （4 点）

Ⅳ　（25 点）
問１　⑴ ア 成長ホルモン
　　　　 イ チロキシン
　　　　 ウ 糖質コルチコイド
　　　　 エ アドレナリン
　　　　 オ グルカゴン
　　　　 カ インスリン
	 （3 点× 6）
　　　⑵ 恒常性 or ホメオスタシス	 （4 点）
　　　⑶ �負のフィードバック or 負のフィード

バック制御（性質） or フィードバック 
or フィードバック制御（性質）

（3点）

令和８年度　一般選抜試験問題解答例
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英語　　配点100点
〔Ⅰ〕　問１　⑴ ④　　⑵ ①　　⑶ ④　　⑷ ②	 	 （2 点× 4）
　　　問２　⑸ ③　　⑹ ①　　⑺ ②	 	 （2 点× 3）

〔Ⅱ〕　問１　⑻ ②　　⑼ ④　　⑽ ①	 	 （2 点× 3）
　　　問２　⑾ ②　　⑿ ③　　⒀ ①	 	 （3 点× 3）
　　　問３　⒁ ③　　⒂ ④　　⒃ ①　　⒄ ②	 	 （3 点× 4）
　　　問４　⒅ ①　　⒆ ④　　⒇ ③　　㉑ ②		  （3 点× 4）

〔Ⅲ〕　問１　㉒ ③　　㉓ ③　　㉔ ①　　㉕ ④	 	 （3 点× 4）
　　　問２　㉖ ④　　㉗ ②　　㉘ ④　　㉙ ②	 	 （3 点× 4）

〔Ⅳ〕　問　㉚ ②		  　　（3 点）
　　　　　㉛ ④　　㉜ ②　　㉝ ③　　㉞ ①　　㉟ ③	 （4 点× 5）
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〒020-0694　岩手県滝沢市砂込 808番地
盛岡大学・盛岡大学短期大学部　入試センター
☎019-688-5560（直）　☎ 019-688-5555（代）
https：//www.morioka-u.ac.jp/
E-mail：mcnyushi@morioka-u.ac.jp 

盛岡大学・盛岡大学短期大学部　資料請求における個人情報の取扱いについて　
　ご提供いただいた個人情報は、学内で管理し、大学案内や願書、オープンキャンパスの案内等本学の情報の
発信のため以外には使用しません。学内資料作成のために個人を特定しない形で、統計的な調査に使用する場
合があります。
　今後、本学からの資料の発送等の情報提供が不要の場合は本学入試センターにご連絡ください。
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